
2021-09-11- 1 

 

米中関係は文明の衝突か対立か対話か？ 

一帯一路の夢と「アジア文明対話」の未来 

村石恵照 

（仏教思想家・武蔵野大学客員教授） 

 「われわれはどこから来たのか？ われわれはどこへ行くのか？  

  今日、この時代において、私は中国のために、 

  このような歴史感覚を持つことを常に自らに言い聞かせている。」                   

                             

                            （習近平『人民日報』２０１６年１月５日） 
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 米中関係の文明的相克 

自由と秩序は人類の生態系を維持している矛盾的相互補完の原則である。 

自由 (liberty / freedom) は個の利己性を特質とし、秩序 (order) は多の規律性を本質とする。 

アメリカは西欧文明の拡張的情念の内に常に二重義性を帯びた自由を上位理念とし、そのような自由と一体

になった平等を下部理念の価値観とする移民大国であるが、中国は始皇帝の統一以来万里の長城内に漢文明

を維持してきた秩序を大前提とする多民族の人口大国である。 

アメリカは人口 3億 2千万人余の自由を第一義とする国家であるが、その自由の内実はどうか。 

ギリシャ文明を内包した古代ローマ文明の母体にユダヤキリスト教の情念を宿したアングロサクソンの末裔

として新大陸を征服したアメリカ人は独立宣言（１７７６年）において、造物主 (CREATOR) によって平等 

に作られているすべての人に自由 (Liberty) が付与されていると謳っている。ここでは平等が宗教的理念の根

底に位置していて、それに基づいて自由が担保されている。しかし１６４０年代から１８６５年まで、アメ

リカ合衆国ではアフリカ人とその子孫が合法的に奴隷化され、１８６０年時点で黒人奴隷人口 400万人余を

抱えていた白人主導の国である。 

アメリカ大統領は三軍の長であり、信教の自由を謳う合衆国の代表であるが、就任の時、左手を聖書の上に

置き “神 (God) よ、我を助けよ” と宗教的宣誓をする。 

１９４４年、ヨーロッパに自由 (freedom) を取り戻すために、アイゼンハワー元帥は自ら “偉大な十字軍” と

呼んだノルマンディー上陸作戦を展開したが、１９６１年、アイゼンハワー大統領は辞任演説で、アメリカ

には 350万人の男女が軍需産業に関わって雇用されていることを認めていた。アメリカは各州に州兵を維持

し、現在 3億丁を超える銃が市民に所持されている武装国家であり、軍事的に無力なメキシコとカナダの二

カ国を南北に緩衝地帯として配し、東西を両大洋に守られた世界最強の武装国家である。 

そしてアメリカの政治情念は＜非歴史性の外向的支配性＞である。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
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ここで非歴史性とは、常に移民を受け入れている流動的移民国家であるから全国民が共通の歴史を共有でき

ず、複雑に矛盾した自由と平等の理念のもとに、歴史的思考の時間相が現在と未来に限定されているという

ことである。  

 

アメリカ合衆国及び領地 (The United States, including its territories)  

  
 アジアインフラ投資銀行の加盟国    一帯（シルクロード経済ベル

ト 
  一路（21 世紀海上シルクロー

ド） 

 出 典: フ リ ー 百 科 事 典 『 ウ ィ キ ペ デ ィ ア

（Wikipedia）』 
 

一方、有史以来多民族国家の中国は、孔子（前５世紀）の思想に代表される漢人文明の基礎が秦の始皇帝に

よって確立された。 

その後、４００年余にわたる漢帝国が万里の長城内に漢民族を中心として確立した古代文明の同一性を、

様々な異民族との攻防を重ねながら今日まで２５００年余に亘って維持してきた漢人主導の多民族国家であ

る。そのような歴史の連続性を引き継いで清王朝を制圧後、１９４９年に成立した１３億人を超える人口を

抱える中華人民共和国は、様々な潜在的な問題を抱えた１４カ国の国境に囲まれた、基本的に防御体制にあ

る秩序第一の＜全歴史性の多民族大国＞である。 

全歴史性とは、漢人主導とはいえ多民族を抱えているから常に漢人と他民族とに一定の文化的差異が温存さ

れていることであり、思考の時間相が過去・現在・未来に広がっているということである。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%A9%E6%8A%95%E8%B3%87%E9%8A%80%E8%A1%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%A9%E6%8A%95%E8%B3%87%E9%8A%80%E8%A1%8C
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２０世紀までは西欧史が事実上の世界史であり、非西欧世界の歴史認識もおのずから西欧的価値観に多大な

影響を受けており、中華帝国はいわば＜世界史内世界＞であったが、今や中国が万里の長城を越えて有史以

来初めて本格的に世界へ拡張しようとしている。 

 アジア文明対話大会の意義 

２０１９年５月１５日から１８日の期間、北京において「アジア文明対話大会  (Sharing Experience on  

Asian Governance) 」が開催された。この対話大会は、２０１５年から進められてきた計画の結実である 

が、47ヵ国、約２０００人の代表が招かれた。１５日は各国代表が出席した式典と一般会議で、日本側の参

加者は、明石康元国連事務次長、宮本雄二・元駐中国日本大使を含む有識者や一部の宗教関係者などであ

る。いかにも中国らしい大がかりのイベントであり、日本から総計何人が、どのような形で参加したのか、

大会の全貌はわからないが「アジア文明対話大会」の名のもとに種々様々な展示、行事、会議などが行われ

た。 

北京週報（本誌評論員・蘭辛珍 ・2019-05-16） は、この大会を次のように報道している。 

「文明の心は平等と包摂性にあり」５月１５日午前、アジア文明対話大会が北京で盛大に幕を開けた。・・・

「アジア文明の交流・相互参考と運命共同体」をテーマに、アジア４７カ国及び世界各地から訪れたゲスト

が一堂に会し、・・・ 習近平国家主席は開幕式に出席し、基調演説を行った。 

“人類社会にはさまざまな傲慢や偏見も存在しており、一部の人々は自らの文明が最も優れていると考え、 

「文明の衝突」に執着し、他の文明を否定したり、作り変えようとしたり、取って代わったりしようとし

て、ついには戦争や災難を引き起こした。目下、このような「文明の衝突」を吹聴する人々は依然として存

在し、平和と発展という２つの世界の主流に破壊をもたらした。このような背景下におけるアジア文明対話

大会の開催は極めて貴重なものとなっている。・・・”  」 

この論評は、米中双方がすでに経済対立を超えた文明の相克の状況にあるとの認識を暗示しているように思

われる。 

１６日には 北辰洲際酒店で分科会が開かれた。 

参加者はオブザーバーとスピーカーに分かれた代表国の出版放送関係者、有識者およびジャーナリストらで

ある。 

分科会はテーマ別に３部会にわかれ、中国人参加者は９６名で、外国人参加者１３６名の国籍・所属は以下

のとおり。 

アジェルバイジャン・アフガニスタン・アメリカ・アルゼンチン・アルバニア・イギリス・イスラエル・イ

ンド・インドネシア・エジプト・カザフスタン・カナダ・クウェイト・ケニア・韓国・カンボジア・シンガ

ポール・スペイン・スリランカ・タイ・タジキスタン・ドイツ・ドバイ・ニュージーランド・日本・ネパー

ル・パキスタン・バーレン・ハンガリー・バングラデシュ・バーレン・フィリッピン・フランス・ブラジ

ル・ブルネイ・マレイシア・マケドニア・ミャンマー・モンゴール・ヨルダン・ラオス・ルーマニア・レバ

ノン・ロシアなど。 

１６日午後の分科会・第３部門「未来を共有するアジア共同体」で、私は「A Universal Idea of the Belt and  
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Road Initiative Beyond the Civilizational Conflicts between Pax Romana and Pax Sinica」と題して英語で発

表した。 

 

筆者発表（「アジア文明対話大会」北京・２０１９年５月１６日） 

本論に入る前に、私は仏教が専門で国際政治や中国問題の専門家ではないので私の発表に期待しないよう

に、と簡単な自己紹介をしてから達磨大師の逸話を紹介した。 

６世紀、南インドからはるばると中国にやってきた仏教僧がいた。 

ボーディ・ダルマ（達磨大師）だ。 

彼は武帝に呼ばれ対面して問われた。 

武帝 “仏教を信じ寺を建てたら、どんな功徳が得られるのか？”  達磨大師は即答した。 

“無功徳！”   

後方のオブザーバー席にはキリスト教徒、イスラム教徒、ヒンズー教徒などが参加していたはずだが会場に

笑いがおこった。私の発表論文は、中国の一帯一路構想は功利的レベルを超えた文明的価値があるのであれ

ば、西欧文明の良質の価値観に対峙するのもではないことを中国側は明確に発信すべきであるとの趣旨であ

る。 

１７日午前中「アジアデジタル芸術展」を見学後に参観した中国高速鉄道本社指令センターの光景に筆者は

強い印象を受けた。中国全土から中央アジアを貫通して欧州までの高速鉄道網を一望する指令センターであ

る。路線の運行状況、各駅構内の乗客の流れ、高速鉄道沿線の風景などが時時刻々と多数のモニターに写し

出されている。一帯一路の夢の構想のもとに展開される中国の世界的な拡張に、攻勢的西欧文明の先端を代

表するアメリカの支配情念が深い懸念と敵愾心を抱くとしても当然だろう。 

中国は今後、世界に対する情報発信の方法に最大限の非対称的英知を発揮しなければならないだろう。 
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              中国高速鉄道本社指令センター(筆者撮影) 

 アジア文明対話の今後 

常に自由と法治を謳うアメリカであるが、現在アメリカは国家としていかなる夢を諸外国に掲げているのだ

ろうか。アメリカ主導で発達したインターネットの発達によって様々な情報と意見が平等に世界中に拡 散さ

れたことによって、皮肉なことにアメリカによる諸外国への不当な介入の真相が世界の一般の人々の目に明

らかにされている現状である。 

一方、一帯一路の夢を構想してその実現を目指している中国は「アジア文明対話大会」において、まずアジ

アの秩序の安定要因としてアジア文明の交流を企画し、中国には世界的覇権を求める意図はないと主張して

いるが、国連常任理事国として一定のパワーバランス上の軍事力は持たざるをえないのが現実だろう。 

しかし植民地支配で蓄積された豊富な情報を持ち、魅力的で利便性のある生活様式と機械文化を携えて世界

を拡大してきた、 “銃と福音書が合体した真理で武装した征服者” （' the conqueror armed with his gun-

andgospel truth' , The Lotus and the Robot , 1960 ; Arthur Koestler ）の攻勢的情念に対して、そして冷戦後

に復活してきたロシアとの関係において、秩序第一の中国の対外政策は様々な困難に対処しなければならな

いだろう。 

 世界史の安定要因としての東アジア文明 

「ユーラシアを制する者は世界を制する」とは地政学で言われることだが、現在イスラム圏となっている中

央アジアはかっては仏教圏であった。日本仏教の確立における最重要の大乗経典である法華経と阿弥陀経を

翻訳した中国仏教第一の学僧クマーラジーヴァ（４C.）は、現在の新疆ウィグル自治区の出身であることを

思えば、歴史は皮肉の物語である。 

現在は、事実上、人的武器の如くに戦略的にイスラム教徒同士が対立させられ、同時に非キリスト教地域の

攻略に使用されている様相を呈している。 

今後もイスラム教徒に 対する対応は、米国と中国の双方にとって、様々な意味で課題である。  
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自由第一のアメリカでは、公私にわたる人々の失敗は原則的に本人の責任としてアメリカの法治において解

消されるが、中央集権的に国家計画を決めて政治運営する秩序第一の中国では、特に要路にある者の失策は

中国政府自身の威信に関わってくる。 

現在、中国は経済大国として多数の富裕層が生まれているとは言え「衣食足りて礼節を知る」（管子；前７世

紀）というが「衣食足りて」傲慢になるのも人間の常である。 

１人当たり名目 GDPではアメリカの６２,８６９に対して中国は９,５８０（US＄換算；IMF; 2018）である

が、今後中国は、行政の様々な段階において、拙速を避け過度の形式的な成果主義を自重し、小康社会の実

現を漸進的かつ着実に進める必要があるのではないのか。 

中国当局は、責任ある公僕の指南としての儒教と、西欧の識者をも魅了する柔軟な発想の老荘の哲学の学習

を特に要路にある人々に奨励して、秩序の指導体制を内面的精神的に充実させるべきだろう。 

そして中国の夢が世界の人々の夢に寄与するものであることを、アジアと西欧の良識ある国民にわかりやす

い言説で示す必要がある。 

かって荘子は胡蝶の夢をみた。 

それは歴史の善悪を超える「物化」の直観であり、仏教の空観・唯識観に通じ、和諧社会の柔軟な思想的根

拠となるものではないか。 

アジア文明対話の未来が、良識ある西欧の識者をも交えてアジアの平和を安定化させ、世界の文明対話に発

展してゆくことを期待したい。 

著者：仏教思想家・コラムニスト（元 Mainichi Daily News 等）；東洋大学大学院（博士課程・仏教学専攻）・現在武 

   蔵野大学客員教授 

（２０２０年１１月１６日、掲載誌の原文に図版を加えて改稿） 


